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令和２年度第４回加古川市まち・ひと・しごと創生戦略会議 議事録 

 

 

１ 開催日     令和３年２月１０日（水）１３：３０～１４：１０ 

 

２ 開催場所    加古川市役所 新館１０階 大会議室 

 

３ 出席した委員  岡田市長、 

          徳田委員、柳井委員、竹田委員、破魔委員、秋田委員、河野委員、 

石井委員、青田委員（伊藤委員代理）、原口委員 

（欠席：片平委員、杣山委員、田端委員） 

 

４ 出席した職員  井ノ口企画部長、神戸企画部次長 

竹中企画部参事（兼政策企画課長）、杉野政策企画課副課長、 

伊藤政策推進係長、沼田地方創生担当係長、村上政策推進係主査 

 

５ 傍聴者     １人 

 

６ 議事の要旨 

 

○ 開会 

 

○ 市長あいさつ 

 

○ 第２期加古川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に関するパブリックコメントの

実施結果について【資料１・２】 

事務局より資料１・２「パブリックコメントに対する市の考え方（案）」について説明 

 

 （意見及び質疑等なし） 

 

○ その他 

 

市 長： 本市の地方創生について、何かご意見、ご提案等がございましたら、

お伺いしたい。 

 

委 員： 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う離職者の状況について情

報提供させていただく。ハローワーク加古川にお越しいただいた方の数

値にはなるが、本年１月において、新型コロナウイルスに関連して離職

された方は 40名程度である。感染者数が増加傾向にあった中、離職者は

爆発的に増加しているわけではないが、９月をピークに減少傾向となっ
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ていた離職者が１月から増加に転じたという状況であり、あらためて危

機感を募らせているところである。また、40 名程度の離職者の９割が事

業主都合による離職となっており、業種別にみると、飲食店・小売店の

離職者が４割程度を占めている。 

       雇用調整助成金についても支給決定件数は９月をピークに減少傾向に

ある。最も多い月でひと月に 540 件程度の支給決定を行っていたが、12

月、１月には 300 件程度となっている。まだまだ予断を許さない状況で

はあるが、総じてリーマンショックのときのような大きな変化は出てい

ない。 

 

委 員： 先ほど事務局よりご説明いただいたパブリックコメントについては、

子育て支援施設である加古川駅南子育てプラザと東加古川子育てプラザ

にも第２期加古川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、「第２期総

合戦略」という。）（案）と意見箱が設置されていた。子育てプラザを利

用されている保護者の方が資料を閲覧している様子も多く見かけたので、

意見として提出するまでに至らなくても関心のある方がおられることを、

あらためて実感したところである。 

       また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、妊娠を希望して

いても、一旦、病院への受診を控えているという声を聞いたり、そうし

た報道を耳にすることがある。収束が見えない状況ではあるが、第２期

総合戦略を進める中で、妊娠を希望する方の気持ちに寄り添うことので

きる加古川市であってほしいと思う。 

 

市 長： 子育て支援施策については、様々な方からお褒めの言葉をいただく一

方で、まだまだ厳しいご意見も多くいただくところである。現在、子育

て中の方の声をどのように多く拾い上げていくのかを、若手職員を中心

としたプロジェクトチームの中で検討しているところである。 

 

委 員： 日本銀行が昨年 12月末頃に発表した資金循環統計によると、家計が保

有する金融資産残高が９月末時点で約 1,901 兆円となり、過去最高とな

っている。そのうちの現金・預金をコロナ前後で比較すると約 27 兆円増

加している。この 27 兆円には、１人につき 10 万円が支給された特別定

額給付金の約 12 兆円も含まれるかと思うが、日本全体として、これだけ

の消費が減っているという事実をご紹介させていただく。 

 

委 員： 資料２「第２期総合戦略（案）」に指標として設定されている市民意識

調査の令和２（2020）年度数値をみると、「加古川市に住み続けたいと思

う市民の割合」は 67.6％、「地域に誇りや愛着を感じている市民の割合」

が 65.6％となっており、個人的には比較的高い数値であり、地元に愛着

を持たれている方が多いのではないかという印象を受ける。 
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       その一方で、「加古川駅周辺の都心としての魅力に関して満足している

市民の割合」は 35.4％であり、基本的には地元に愛着がある中、不満に

感じているところがアンケートで如実に表れているように思う。このよ

うな点が、まさに手を入れるべきところかと思うので、第２期総合戦略

に掲げる取組をしっかりと進めていただきたい。 

 

市 長： ご意見のとおりであると思う。市民の満足度を向上させていけるよう

に、しっかりと取り組んでまいりたい。 

 

市 長： 他にご意見は無いようなので、以上とさせていただく。本日の議題と

していたパブリックコメントに対する市の考え方における修正を踏まえ、

第２期総合戦略の内容を確定させていただく。 

 

○ 閉会 


